
 HELIOS2024 修正履歴  (2024/02/06～2024/03/05)
 システム
 コントロール 選択ウインドウが見切れる現象を修正しました。

 材料マスター 材料マスターにおいて、階層の新規追加・削除・プロパティの変更によって材料の移動が発生した
場合、材料の同期先がロックされていても材料が移動できてしまう現象を修正しました。

 構造基準 構造基準＞鉄骨＞材料登録＞継手において、材質欄に「AUTO」が入力できない現象を修正
しました。

 構造リスト 梁のExcelのインポート・エクスポートにおいて、以下の2点を修正しました。
①エクスポートしたときに、カットオフ長さの下端寸法が出力されない現象
②インポートしたときに、下端寸法が上端寸法に書き換えられる現象

杭の単位当たり数量項目において、次の２点修正しました。
・単位にm2が選択できないように修正。
・鉄筋名称の選択ウィンドウにおいて、杭鉄筋名称が選択できるように修正。

 材料定義 材料定義・自動置換の入力画面において、編集で掛け率を変更するときに、内部で持っている
掛け率計算式の結果を更新するよう修正しました。

 汎用個別 室リンク設定されているデータを印刷をしようとすると、
「他のコマンドの結果のために、接続がビジー状態になっています。」とメッセージが出る現象を修
正しました。

複数データかつ2ページ以上の印刷を行う場合、アプリケーションエラーが発生する場合がある現
象を修正しました。

 配置
 スパン設定
 階高設定

スパン設定・階高設定で保存を行うと、室リンク情報が削除されてしまう現象を修正しました。

幅線部材を選択したときに表示される「寸法表示」のうち、「部材の長さを表示する」において、部
材の内法ではなく、部材の芯で表示される現象を修正しました。

 演算 仕上－外壁の演算において開口データが複数存在する場合にアプリケーションエラーになる場合
がある現象を修正しました。

内部室２において袖壁上に開口があると、その内部室２の開口ページの辺情報が表示されない
場合がある現象を修正しました。

構造－杭の単位当たり数量に関して、リストに登録しても演算されない現象を修正しました。

仕上－配置のバルコニー、内部室、内部室２、階段室、外壁、DMSの壁開口の本体壁からの
減分処理において、壁開口の下端位置を数値指示し、且つ壁開口が本体壁に収まる場合に
正しく処理されない場合がある現象を修正しました。

構造－梁の機械式継手において、リストで”未使用”と設定しても計上されてしまう現象を修正し
ました。

仕上－内部室、内部室2の床高さを設定した開口数量において、室内に存在する「間仕切」、
「外壁(厚み)」、「RC壁」の下端位置を設定した場合に不要な開口が計上される場合がある現
象を修正しました。

構造－梁の通る鉄筋の処理において、隣の梁が同径かつ異なる鉄筋の場合に定着処理される
現象を修正しました。

構造－梁の垂直ハンチにおいて、次の２点修正しました。
１．ハンチ筋タイプ＝１の定着処理において、ハンチ方向を基礎梁・基礎小梁で下方向、梁・小
梁で上方向にした場合に計上されない現象。
２．ハンチ筋タイプ＝３のハンチ補強筋処理において、ハンチ方向を基礎梁・基礎小梁で下方
向、梁・小梁で上方向にした場合に計算書の鉄筋名称の段数が正しくない現象。

 　 内　容
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 システム  　 内　容
 イメージ入力 計測データをコピーして貼り付けた際、プロパティ項目の「線の太さ」情報が反映されない現象を

修正しました。

イメージ入力個別のオプション画面で「丸め設定」ページが表示される現象を修正しました。
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